


	参考資料３　アンケート調査や聴き取り調査実施にあたる保護者への説明様式（例）



保護者の方へ　～必ずお読みください～

○○月○○日、本校○年生の○○○○さんが自ら命を絶つという悲しい出来事が起こりました。かけがえのない命が失われてしまったことは痛恨の極みであり、教職員一同、大変厳しく受け止めております。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

かけがえのない友人を失い、生徒（児童）の心にも様々な影響が生じてきています。各家庭においても、お子様の様子を把握いただき、ショックや自責感が強いなど、気になる反応を示している場合には、どうぞ学校までお知らせください。別紙（注：本指針における参考資料２－２）に、命に関わる出来事によって、子供たちの心と身体にはどのような変化が起こるのか、そして、親としてどのように接すればよいのかなどをまとめていますのでご参照ください。
また、スクールカウンセラーへの相談やカウンセリングも可能ですので、ご相談ください。
ご遺族はもちろんのこと、学校としても、なぜこのような事態になったのか、事実に向き合いたいと考えています。一般的に、子供が亡くなる前には、何らかのＳＯＳを発していることがあり得ることから、ご遺族のご要望も踏まえ、学校としては、保護者の皆様のご理解を得て、○○さんと一緒に生活をしていた生徒(児童)の皆さんから、何か知っていることがあるかどうかを聴き、今回の出来事について調査をしたいと考えています。
具体的には、生徒(児童)の皆さんへのアンケート調査と、必要に応じて、聴き取り調査の実施を考えています。

①生徒(児童)の皆さんへのアンケート調査の実施について
同封した様式で生徒(児童)の皆さんへのアンケート調査への協力をお願いします。
協力いただいたアンケート内容については、後述する調査組織において分析します。また、回答者や記載された内容のうち個人が特定できる情報、筆跡などがわからないよう処理したうえで、ご遺族へも提供することを念頭に置いています。
調査に協力いただける場合は、同封のアンケート内容に沿って、家庭でお子様とともに記載いただき、同封の封筒に入れ、○月○日までに、学校に持参させてください。
協力が難しい場合は、白紙で提出してください。

②生徒(児童)の皆さんへの聴き取り調査の実施について
アンケート調査の後、必要に応じて生徒(児童)の皆さんへの聴き取り調査を実施する予定です。
聴き取り調査は、○月○日から○○程度の期間、放課後、本校において個別に実施いたします。調査に当たっては、生徒（児童）の精神状態やプライバシーにも十分配慮しつつ、心のケアの専門家の協力も得ながら慎重に行ってまいります。また、聴き取り調査を行う生徒(児童)のご家庭には、あらかじめお知らせいたしますので、協力が難しい場合は、学級担任あるいは教頭へ、その旨をご連絡ください。

アンケートや聴き取り調査の結果については、専門家による調査組織で分析が行われます。
この調査組織は専門的な立場から自殺に至った動機や背景等について調査・分析を行い、このような事態に至った背景等を可能な限り明らかにすることにより、今後の生徒(児童)の自殺予防に資することを目的に、本市（区町村）教育委員会に設置しているものです。
自殺は一般に、様々な要因が複雑に関係し合って起こると言われています。こうした生徒(児童)への調査により集められる情報には、事実が大半ですが、中にはうわさや臆測、事実とは異なる情報が含まれている可能性もあります。また、そうした情報が自殺の動機にどのように結びつくのかは、全体の調査の中で総合的に分析し、判断する必要があります。このため、専門家による詳細調査が必要となります。
専門家とは、弁護士や医師、学識経験者など各職能団体から推薦を受けた方々であり守秘義務が課されています。
調査組織において中立的な立場から、収集されたすべての情報を総合的に分析いただき、最終的に報告書としてまとめることとしておりますが、調査結果をどこまで公表するかについても、本市教育委員会及び調査組織において慎重に判断し、それに応じてご遺族にお知らせするとともに、保護者の方々にもご遺族の了解のもとでご報告いたします。

今後、○○さんが自殺に至った背景等をできるだけ明らかにするとともに、二度とこうした悲しい出来事が起こることがないよう、未然防止対策についても専門家の提言をいただき取り組んでまいりますので、背景調査にご理解、ご協力くださるようお願いいたします。

※参考資料２－２を参考として、スクールカウンセラーの体制など必要な情報を追記して、本紙とともに配付してください。
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